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　イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
で
は
毎

年
春
に
な
る
と
、
児
童
書
専
門
の
国
際

見
本
市
、「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
」
（
以
下
「
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
）
が
開

か
れ
ま
す
。
１
９
６
４
年
か
ら
続
く
こ

の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
は
、
世
界
各
国
の
出

版
社
が
ブ
ー
ス
を
構
え
版
権
の
売
買
な

ど
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
編
集
者
や
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
研
究
者
と
い
っ
た
児
童
書
に
た
ず
さ

わ
る
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
専
門
家
た
ち
が
集
い
ま
す
。
児
童

書
に
関
す
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
す
る
中
、
イ

ベ
ン
ト
の
１
つ
と
し
て
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
、
入
選
作
品
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　コ
ン
ク
ー
ル
は
５
枚
１
組
の
原
画
を
審
査
す
る
も
の

で
、
５
人
の
児
童
書
の
専
門
家
が
一
堂
に
会
し
、
テ
ー
ブ

ル
に
並
べ
ら
れ
た
全
て
の
応
募
作
品
に
目
を
通
し
ま
す
。

出
版
歴
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
平
等
に
審
査
さ
れ
る
た

め
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
審
査
員
が
毎
年
変
わ
る
た
め
、
年
毎
に
入

選
作
品
に
も
変
化
が
生
ま
れ
ま
す
。
今
年
は
世
界
の
70
を

超
え
る
国
々
か
ら
３
，
０
５
３
組
の
応
募
が
あ
り
、
25
カ

国
、
77
作
家
（
日
本
人
10
名
を
含
む
）
の
作
品
が
入
選
し

ま
し
た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
作
品
群
か
ら
は
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と
そ
の
未
来
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
入
選
作
品
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
終
了
す
る
と
日
本

に
運
ば
れ
、
「
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画

展
」
（
以
下
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」
）
と
し
て
国
内
を
巡
回

し
た
後
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
国
々
で
も
展
示
さ
れ
ま

す
。
当
館
で
は
１
９
９
８
年
か
ら
継
続
し
て
開
催
し
て
お

り
、
今
年
で
21
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　優
れ
た
イ
ラ
ス
ト
は
単
に
テ
キ
ス
ト
を
補
う
の
で
は
な

く
、
相
乗
効
果
に
よ
り
物
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
絵
本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
よ
う
に
５
枚
の
イ

ラ
ス
ト
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
物
語
の
世
界
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
今
年
の
審
査
員
】

ア
ナ
ス
タ
シ
ア
・
ア
ル
ヒ
ポ
ワ

（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
モ
ス
ク
ワ
・
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
美
術
大
学
教
授
／
ロ
シ
ア
）

ペ
ギ
ー
・
エ
ス
ピ
ノ
サ
（
ペ
ト
ラ
出
版
社
／
メ
キ
シ
コ
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
ル
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
イ
ギ
リ
ス
）

ア
リ
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
（
ビ
ー
チ
・
レ
イ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
社
／
ア
メ
リ
カ
）

ベ
ル
ン
ト
・
ム
ル
ク
＝
タ
ッ
セ
ル

　
　
　（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
応
用
科
学
大
学
教
授
／
ド
イ
ツ
）

【
特
別
展
示
①
：
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ル
ソ
ル
】

　広
告
と
視
聴
覚
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、
広
告

ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
国
際
的
な
受
賞
歴
も
あ
る
マ
ヌ
エ

ル
・
マ
ル
ソ
ル
（
ス
ペ
イ
ン
）。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
に
は
２
０

１
４
年
か
ら
４
年
連
続
で
入
選
し
、
昨
年
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・

Ｓ
Ｍ
出
版
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
の
入
選

作
は
、
絵
本
『
エ
イ
ハ
ブ
船
長

と
白
い
ク
ジ
ラ
』
と
し
て
日
本

で
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｓ

Ｍ
出
版
賞
受
賞
記
念
絵
本
『
ド

ン
・
フ
ェ
ル
ミ
ン
の
伝
説
』
は

ス
ペ
イ
ン
の
昔
話
や
文
化
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

得
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
。
ベ
ラ
ス
ケ
ス
や
ゴ
ヤ
、

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
な
ど
の
ス
ペ
イ
ン
文
化
を
盛
り
込
み
制

作
さ
れ
た
絵
本
の
原
画
17
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
特
別
展
示
②
：
ク
ロ
エ
・
ア
ル
メ
ラ
】

　昨
年
よ
り
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
た
め
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
制
作
に
、
前
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
入
選
者
を
起
用
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
ク
ロ
エ
・
ア
ル
メ
ラ
（
フ
ラ
ン
ス
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
ア
ル
メ
ラ
は
今
年
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の

テ
ー
マ
「
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
育
て
る
豊
か

な
大
地
」
を
具
現
化
す
る
た
め
、
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
会
場
を

忙
し
く
動
き
回
る
人
々
や
そ
こ
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

が
生
ま
れ
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
13
点
の
原
画
を
描
き

ま
し
た
。
こ
の
原
画
を
、
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
と
の
共
同

作
業
の
様
子
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

　今
年
１
月
の
審
査
会
、
３
月
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
様
子

や
、
審
査
員
や
入
選
作
家
、
編
集
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。
絵
本
作
家
を
目
指
す
方
は
必
見
!!

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】

　展
示
作
品
や
入
選
作
家
の
絵
本
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
で
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
を
受
賞
し
た
世
界
の
絵
本
、

お
す
す
め
絵
本
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
○
●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
●
○
●
○
●

　
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
　
【
入
場
無
料
】

　世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

開
催
日

　11
／
３（
土
・
祝
）、10（
土
）、17（
土
）、24（
土
）、

　
　
　
　12
／
１（
土
）、８（
土
）

時
　
間

　11
：
00
〜
11
：
40
、
13
：
00
〜
13
：
40

会
　
場

　ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
　
【
要
観
覧
券
】

　不
要
と
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
裏
面
を
利
用
し
て
冊

子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自
由
に
飾
り
つ
け
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日
　
時

　会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日
、
14
：
00
〜
16
：
00

対
　
象

　４
歳
〜
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
　
員

　各
日
10
名
（
要
申
込
、
先
着
順
）

持
ち
物

　使
い
た
い
画
材
な
ど

協
　
力

　絵
本
の
会

　も
こ
も
こ

会
　
場

　展
示
室
内

申
　
込

　10
／
20
（
土
）
９
：
00
よ
り
電
話
に
て
受
付
。 

　
「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場
　
【
入
場
無
料
】

　紙
芝
居
の
前
に
座
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
。
世
界
で
紙
芝
居
の
魅
力
を
伝
え
る
「
の
ま
り

ん
」
の
豊
か
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　11
／
18
（
日
）
、
11
：
00
〜
11
：
40
、
13
：
00
〜
13
：
40

出
　
演

　の
ま
り
ん
（
野
間
成
之
氏
）

会
　
場

　ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
お
は
な
し
劇
場
　
【
入
場
無
料
】

　絵
本
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
の
読
み
聞
か
せ
、

温
か
み
の
あ
る
人
形
劇
の
上
演
な
ど
で
、
物
語
の
世
界
へ
ご

招
待
し
ま
す
。
簡
単
な
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
　
時

　11
／
25
（
日
）
、
10
：
30
〜
11
：
30
、
13
：
00
〜
14
：
00

協
　
力

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　ぽ
っ
か
ぽ
か

会
　
場

　ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
【
要
観
覧
券
】

　絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
会
話
を
楽
し
み
た
い
方
、
日
中

は
時
間
が
取
れ
な
い
方
に
最
適
の
夜
間
延
長
で
す
。

日
　
時

　12
／
１
（
土
）
、
17
：
00
〜
20
：
00

※

展
示
室
が
賑
や
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
○
●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
販
売
●
○
●
○
●

　ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
図
録
を
は
じ

め
、
入
選
作
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
日
本
人
入
選
作
家
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。
当
館
友
の
会
会
員

証
の
ご
提
示
で
割
引
に
な
る
商
品
も
あ
り
ま
す
。
人
気
商

品
は
会
期
途
中
で
も
売
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
是
非
、
お
早
め
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

「
２
０
１
８
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
２
日（
金
）〜
12
月
９
日（
日
）

﹇
会
期
中
無
休
﹈

今年のボローニャ展に、福井県在住の澤田久奈さんが

入選しました。ブックフェアを再訪した澤田さんの滞

在記です。

　2018年3月26日～29日までボローニャに渡航した。

ブックフェアに行くのは

２度目である。初めての

時は「とりあえず行って

みよう！」って気持ち

で、２度目の今回は入選

を知ってから行くことを

決めた。

　ブックフェア１日目は、フランクフルトに朝着くは

ずの乗り継ぎのフライトが遅延した為、ボローニャに

は夜に到着。日本人入選者が集まる食事会には遅れた

が参加することができた。

　ブックフェア２日目は、疲れのためか朝に爆睡して

しまい、アポをとっていた打ち合わせに遅れてしま

う。最初からつまづいてしまい凹みまくっていたが、

出版社の許さんは優しく接してくれて感謝した。ブッ

クフェアに初めて訪れたときに中国の出版社との仕事

が決まり、後に担当となったのが許さん。彼女と一緒

に絵本を１冊出版することができた。顔を合わせるの

は今回がはじめてで、ボローニャで楽しみにしていた

ことのひとつである。「また絵本を創りましょう！」

と別れ、今回も帰国後に絵本の仕事を頂いた。

　その日はフェア終了後、旧市街地を探索して美味し

いジェラード屋さんや本屋さん、雑貨屋さんを巡っ

た。ボローニャにも桜が咲いていて、イタリア人はお

しゃれなバル屋台みたいなところでお花見をしながら

ワインを飲んでいた。

　ブックフェア３日目

は、表彰式。緊張して

いたので他の入選者の

方とお話できてちょっ

とホッとした。夜は出

版社コライーニ主催の

入選者のパーティーに

参加した。店内にはおしゃれな絵本がたくさん置いて

あった。入選者の酒井りかさんは英語がペラペラで

パーティー会場にいた韓国のファン・ウナさんと仲良

くなり、パーティー後に３人で食事をした。ボロー

ニャ名物タリアテッレアッラボロネーゼ、ボローニャ

ハム、チーズ、ラザニアを堪能。すごく美味しかった。

　私は英語もイタリア語もしゃべれない。毎回、もっ

と伝えられたらなーと思う。

でも、語学を習得してか

ら！っては思ってられなく

て、たくさんの人に迷惑をか

けてるかもしれないけれど、

とりあえず行ってしまって

る。次行くときは、今よりも

うちょっと伝えられるように

しよう！と思うのが毎回感じ

ることである。

澤田久奈のボローニャ日記

平
成
30
年
10
月
１
日（
月
）〜
12
月
28
日（
金
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室
　

『ドン・フェルミンの伝説』
（Ediciones SM、2018）

◇
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
８
０
０
円 

　
７
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「セント・キルダ島の子ども」
ベス・ウォーターズ（イギリス）

「赤ずきんちゃん」
ソフィア・ヴェンゼル（ロシア）

「昔話のファイブ太郎」

「ジャンパバイ」ファン・ウナ（韓国）

図録  ￥2,500（税込）

蔵書票  ￥1,000（税込）
友の会会員価格  ￥900（税込）
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　イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
で
は
毎

年
春
に
な
る
と
、
児
童
書
専
門
の
国
際

見
本
市
、「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
」
（
以
下
「
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
）
が
開

か
れ
ま
す
。
１
９
６
４
年
か
ら
続
く
こ

の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
は
、
世
界
各
国
の
出

版
社
が
ブ
ー
ス
を
構
え
版
権
の
売
買
な

ど
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
編
集
者
や
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
研
究
者
と
い
っ
た
児
童
書
に
た
ず
さ

わ
る
あ
ら
ゆ
る
職
種
の
専
門
家
た
ち
が
集
い
ま
す
。
児
童

書
に
関
す
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
す
る
中
、
イ

ベ
ン
ト
の
１
つ
と
し
て
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
、
入
選
作
品
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　コ
ン
ク
ー
ル
は
５
枚
１
組
の
原
画
を
審
査
す
る
も
の

で
、
５
人
の
児
童
書
の
専
門
家
が
一
堂
に
会
し
、
テ
ー
ブ

ル
に
並
べ
ら
れ
た
全
て
の
応
募
作
品
に
目
を
通
し
ま
す
。

出
版
歴
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
平
等
に
審
査
さ
れ
る
た

め
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
審
査
員
が
毎
年
変
わ
る
た
め
、
年
毎
に
入

選
作
品
に
も
変
化
が
生
ま
れ
ま
す
。
今
年
は
世
界
の
70
を

超
え
る
国
々
か
ら
３
，
０
５
３
組
の
応
募
が
あ
り
、
25
カ

国
、
77
作
家
（
日
本
人
10
名
を
含
む
）
の
作
品
が
入
選
し

ま
し
た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
作
品
群
か
ら
は
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と
そ
の
未
来
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
入
選
作
品
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
終
了
す
る
と
日
本

に
運
ば
れ
、
「
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画

展
」
（
以
下
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」
）
と
し
て
国
内
を
巡
回

し
た
後
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
国
々
で
も
展
示
さ
れ
ま

す
。
当
館
で
は
１
９
９
８
年
か
ら
継
続
し
て
開
催
し
て
お

り
、
今
年
で
21
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　優
れ
た
イ
ラ
ス
ト
は
単
に
テ
キ
ス
ト
を
補
う
の
で
は
な

く
、
相
乗
効
果
に
よ
り
物
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
絵
本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
よ
う
に
５
枚
の
イ

ラ
ス
ト
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
物
語
の
世
界
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
今
年
の
審
査
員
】

ア
ナ
ス
タ
シ
ア
・
ア
ル
ヒ
ポ
ワ

（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
モ
ス
ク
ワ
・
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
美
術
大
学
教
授
／
ロ
シ
ア
）

ペ
ギ
ー
・
エ
ス
ピ
ノ
サ
（
ペ
ト
ラ
出
版
社
／
メ
キ
シ
コ
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
リ
ル
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
イ
ギ
リ
ス
）

ア
リ
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
（
ビ
ー
チ
・
レ
イ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
社
／
ア
メ
リ
カ
）

ベ
ル
ン
ト
・
ム
ル
ク
＝
タ
ッ
セ
ル

　
　
　（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
応
用
科
学
大
学
教
授
／
ド
イ
ツ
）

【
特
別
展
示
①
：
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ル
ソ
ル
】

　広
告
と
視
聴
覚
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、
広
告

ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
国
際
的
な
受
賞
歴
も
あ
る
マ
ヌ
エ

ル
・
マ
ル
ソ
ル
（
ス
ペ
イ
ン
）。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
に
は
２
０

１
４
年
か
ら
４
年
連
続
で
入
選
し
、
昨
年
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・

Ｓ
Ｍ
出
版
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
の
入
選

作
は
、
絵
本
『
エ
イ
ハ
ブ
船
長

と
白
い
ク
ジ
ラ
』
と
し
て
日
本

で
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｓ

Ｍ
出
版
賞
受
賞
記
念
絵
本
『
ド

ン
・
フ
ェ
ル
ミ
ン
の
伝
説
』
は

ス
ペ
イ
ン
の
昔
話
や
文
化
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

得
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
。
ベ
ラ
ス
ケ
ス
や
ゴ
ヤ
、

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
な
ど
の
ス
ペ
イ
ン
文
化
を
盛
り
込
み
制

作
さ
れ
た
絵
本
の
原
画
17
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
特
別
展
示
②
：
ク
ロ
エ
・
ア
ル
メ
ラ
】

　昨
年
よ
り
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
た
め
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
制
作
に
、
前
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
入
選
者
を
起
用
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
ク
ロ
エ
・
ア
ル
メ
ラ
（
フ
ラ
ン
ス
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
ア
ル
メ
ラ
は
今
年
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の

テ
ー
マ
「
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
育
て
る
豊
か

な
大
地
」
を
具
現
化
す
る
た
め
、
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
会
場
を

忙
し
く
動
き
回
る
人
々
や
そ
こ
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

が
生
ま
れ
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
13
点
の
原
画
を
描
き

ま
し
た
。
こ
の
原
画
を
、
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
と
の
共
同

作
業
の
様
子
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

　今
年
１
月
の
審
査
会
、
３
月
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
様
子

や
、
審
査
員
や
入
選
作
家
、
編
集
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。
絵
本
作
家
を
目
指
す
方
は
必
見
!!

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】

　展
示
作
品
や
入
選
作
家
の
絵
本
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
で
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
を
受
賞
し
た
世
界
の
絵
本
、

お
す
す
め
絵
本
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
○
●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
●
○
●
○
●

　
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
　
【
入
場
無
料
】

　世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

開
催
日

　11
／
３（
土
・
祝
）、10（
土
）、17（
土
）、24（
土
）、

　
　
　
　12
／
１（
土
）、８（
土
）

時
　
間

　11
：
00
〜
11
：
40
、
13
：
00
〜
13
：
40

会
　
場

　ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
　
【
要
観
覧
券
】

　不
要
と
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
裏
面
を
利
用
し
て
冊

子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自
由
に
飾
り
つ
け
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日
　
時

　会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日
、
14
：
00
〜
16
：
00

対
　
象

　４
歳
〜
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
　
員

　各
日
10
名
（
要
申
込
、
先
着
順
）

持
ち
物

　使
い
た
い
画
材
な
ど

協
　
力

　絵
本
の
会

　も
こ
も
こ

会
　
場

　展
示
室
内

申
　
込

　10
／
20
（
土
）
９
：
00
よ
り
電
話
に
て
受
付
。 

　
「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場
　
【
入
場
無
料
】

　紙
芝
居
の
前
に
座
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
。
世
界
で
紙
芝
居
の
魅
力
を
伝
え
る
「
の
ま
り

ん
」
の
豊
か
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　11
／
18
（
日
）
、
11
：
00
〜
11
：
40
、
13
：
00
〜
13
：
40

出
　
演

　の
ま
り
ん
（
野
間
成
之
氏
）

会
　
場

　ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
お
は
な
し
劇
場
　
【
入
場
無
料
】

　絵
本
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
の
読
み
聞
か
せ
、

温
か
み
の
あ
る
人
形
劇
の
上
演
な
ど
で
、
物
語
の
世
界
へ
ご

招
待
し
ま
す
。
簡
単
な
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
　
時

　11
／
25
（
日
）
、
10
：
30
〜
11
：
30
、
13
：
00
〜
14
：
00

協
　
力

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　ぽ
っ
か
ぽ
か

会
　
場

　ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
【
要
観
覧
券
】

　絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
会
話
を
楽
し
み
た
い
方
、
日
中

は
時
間
が
取
れ
な
い
方
に
最
適
の
夜
間
延
長
で
す
。

日
　
時

　12
／
１
（
土
）
、
17
：
00
〜
20
：
00

※
展
示
室
が
賑
や
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
○
●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
販
売
●
○
●
○
●

　ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
図
録
を
は
じ

め
、
入
選
作
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
日
本
人
入
選
作
家
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。
当
館
友
の
会
会
員

証
の
ご
提
示
で
割
引
に
な
る
商
品
も
あ
り
ま
す
。
人
気
商

品
は
会
期
途
中
で
も
売
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
是
非
、
お
早
め
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

「
２
０
１
８
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
２
日（
金
）〜
12
月
９
日（
日
）

﹇
会
期
中
無
休
﹈

今年のボローニャ展に、福井県在住の澤田久奈さんが

入選しました。ブックフェアを再訪した澤田さんの滞

在記です。

　2018年3月26日～29日までボローニャに渡航した。

ブックフェアに行くのは

２度目である。初めての

時は「とりあえず行って

みよう！」って気持ち

で、２度目の今回は入選

を知ってから行くことを

決めた。

　ブックフェア１日目は、フランクフルトに朝着くは

ずの乗り継ぎのフライトが遅延した為、ボローニャに

は夜に到着。日本人入選者が集まる食事会には遅れた

が参加することができた。

　ブックフェア２日目は、疲れのためか朝に爆睡して

しまい、アポをとっていた打ち合わせに遅れてしま

う。最初からつまづいてしまい凹みまくっていたが、

出版社の許さんは優しく接してくれて感謝した。ブッ

クフェアに初めて訪れたときに中国の出版社との仕事

が決まり、後に担当となったのが許さん。彼女と一緒

に絵本を１冊出版することができた。顔を合わせるの

は今回がはじめてで、ボローニャで楽しみにしていた

ことのひとつである。「また絵本を創りましょう！」

と別れ、今回も帰国後に絵本の仕事を頂いた。

　その日はフェア終了後、旧市街地を探索して美味し

いジェラード屋さんや本屋さん、雑貨屋さんを巡っ

た。ボローニャにも桜が咲いていて、イタリア人はお

しゃれなバル屋台みたいなところでお花見をしながら

ワインを飲んでいた。

　ブックフェア３日目

は、表彰式。緊張して

いたので他の入選者の

方とお話できてちょっ

とホッとした。夜は出

版社コライーニ主催の

入選者のパーティーに

参加した。店内にはおしゃれな絵本がたくさん置いて

あった。入選者の酒井りかさんは英語がペラペラで

パーティー会場にいた韓国のファン・ウナさんと仲良

くなり、パーティー後に３人で食事をした。ボロー

ニャ名物タリアテッレアッラボロネーゼ、ボローニャ

ハム、チーズ、ラザニアを堪能。すごく美味しかった。

　私は英語もイタリア語もしゃべれない。毎回、もっ

と伝えられたらなーと思う。

でも、語学を習得してか

ら！っては思ってられなく

て、たくさんの人に迷惑をか

けてるかもしれないけれど、

とりあえず行ってしまって

る。次行くときは、今よりも

うちょっと伝えられるように

しよう！と思うのが毎回感じ

ることである。

澤田久奈のボローニャ日記

平
成
30
年
10
月
１
日（
月
）〜
12
月
28
日（
金
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室
　

『ドン・フェルミンの伝説』
（Ediciones SM、2018）

◇
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
８
０
０
円 

　
７
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「セント・キルダ島の子ども」
ベス・ウォーターズ（イギリス）

「赤ずきんちゃん」
ソフィア・ヴェンゼル（ロシア）

「昔話のファイブ太郎」

「ジャンパバイ」ファン・ウナ（韓国）

図録  ￥2,500（税込）

蔵書票  ￥1,000（税込）
友の会会員価格  ￥900（税込）
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　「
山
紫
水
明
」
と
は
〝
日
の
光
が
あ
た
っ
た
山
々
は
紫

に
か
す
み
、
川
を
流
れ
る
水
は
澄
み
き
っ
て
と
て
も
美
し

い
〞
と
い
う
意
味
で
、
つ
ま
り
「
自
然
の
風
景
が
清
ら
か

で
美
し
い
」
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
を
詠
わ
れ
る
地
は

い
ず
れ
も
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
・
魅
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

多
く
の
人
び
と
を
惹
き
つ
け
て
や
み
ま
せ
ん
。

　そ
れ
は
美
術
工
芸
を
つ
か
さ
ど
る
作
家
た
ち
に
と
っ
て

も
同
じ
。
時
代
や
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
数
多
く
の
作
家

た
ち
が
自
然
の
お
り
な
す
絶
景
に
感
銘
を
受
け
、
そ
れ
を

自
ら
の
表
現
を
駆
使
し
つ
つ
表
現
し
て
き
ま
し
た
。

　そ
こ
で
本
展
で
は
、
美
し
い
自
然
風
景
や
理
想
郷
な
ど

を
表
現
し
た
絵
画
や
工
芸
を
、
当
館
所
蔵
品
や
寄
託
品
よ

り
展
示
。
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏
蒐
集
の

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
や
、
長
谷
川
等
伯
を
は
じ
め
と

す
る
「
能
登
ゆ
か
り
の
作
家
作
品
」
な
ど
よ
り
、
計
21
点

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
山
紫
水
明
」

同
時
開
催

　「
能
登
立
国
千
三
百
年
」と「
妙
成
寺
五
重
塔
建
立
四
百
年
」

　本
年
は
「
能
登
立
国
千
三
百
年
」
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
。
奈
良
時
代
の
養
老
２
年
（
７
１
８
）、
律
令
国
家
成

立
に
伴
い
越
前
国
（
福
井
県
）
よ
り
羽
咋
・
能
登
・
鳳
至
・

珠
洲
４
郡
を
分
割
、
国
と
し
て
独
立
さ
せ
た
こ
と
が
「
能

登
国
」
の
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
ま
す
。

　そ
し
て
も
う
１
件
、
本
年
が
大
き
な
節
目
と
な
る
「
能

登
ゆ
か
り
」
の
重
要
な
で
き
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

能
登
を
代
表
す
る
日
蓮
宗
の
古
刹
・
妙
成
寺
（
羽
咋
市
）

の
シ
ン
ボ
ル
「
五
重
塔
」
が
、
本
年
で
創
建
後
４
０
０
年

目
を
迎
え
た
こ
と
で
す
。

　妙
成
寺
五
重
塔
は
江
戸
時
代
初
期
の
元
和
４
年
（
１
６

１
８
）、
加
賀
藩
第
３
代
藩
主
・
前
田
利
常
の
生
母
寿
福

院
の
発
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
豪
壮
か
つ

優
美
な
姿
は
、
寿
福
院
の
信
仰
心
や
前
田
家
の
財
力
を
現

在
に
伝
え
る
と
と
も
に
、「
能
登
の
文
化
」
を
象
徴
す
る

存
在
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　そ
こ
で
本
展
で
は
「
五
重
塔
建
立
四
百
年
」
記
念
と
し

て
、
妙
成
寺
所
蔵
の
美
術
工
芸
品
や
歴
史
史
料
な
ど
名
品

の
数
々
を
展
示
。
さ
ら
に
「
能
登
立
国
千
三
百
年
」
に
ち

な
ん
で
、
他
の
能
登
地
方
ゆ
か
り
の
文
化
財
な
ど
を
加
え

て
計
22
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
能
登
の
名
刹
・
妙
成
寺

　妙
成
寺
は
羽
咋
市
滝
谷
町
に
所
在
す
る
日
蓮
宗
本
山

で
、
山
号
は
「
金
栄
山
」。
鎌
倉
時
代
の
永
仁
２
年
（
１

２
９
４
）に
、日
像
上
人
を
開
山
と
し
て
日
乗
上
人
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　江
戸
時
代
に
は
「
加
賀
百
万
石
」
前
田
家
の
庇
護
の
も

と
で
伽
藍
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
大
い
に
繁
栄
。
北
陸
に
お

け
る
法
華
信
仰
の
拠
点
と
し
て
、
常
に
重
要
な
地
位
を
占

め
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
人
び
と
の
信
仰
を
集
め
る
と
と

も
に
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　五
重
塔
を
は
じ
め
と
し
た
建
物
群
は
、
そ
の
多
く
が
前

田
家
に
よ
っ
て
普
請
さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
や
祖
師
堂
な
ど

ほ
と
ん
ど
が
創
建
当
時
の
姿
を
現
在
に
留
め
て
お
り
、
こ

れ
だ
け
の
規
模
の
寺
院
と
し
て
は
全
国
的
に
も
希
少
で

す
。
そ
の
た
め
建
造
物
の
う
ち
10
棟
が
重
要
文
化
財
、
２

棟
が
県
指
定
文
化
財
と
い
う
充
実
ぶ
り
。
妙
成
寺
は
存
在

そ
の
も
の
が
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　ま
た
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
同
寺
に
は
、
数
多
の
優
れ
た

什
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
能
登
で
の
法
華
信
仰
を
物

語
る
経
典
類
や
、
庇
護
者
で
あ
っ
た
前
田
家
ゆ
か
り
の

品
々
。
そ
し
て
能
登
七
尾
出
身
で
桃
山
時
代
に
大
活
躍
し

た
絵
師
・
長
谷
川
等
伯
や
「
長
谷
川
派
」
絵
師
に
よ
る
仏

画
な
ど
、
実
に
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
集
い
ま
す
。

　今
回
は
そ
れ
ら
貴
重
な
宝
物
よ
り
特
に
絵
画
と
漆
工
・

典
籍
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
重
要
文
化
財
「
山
水
蒔
絵
料
紙

筥
」
や
「
山
水
蒔
絵
机
」
を
は
じ
め
、
文
化
財
指
定
作
品

を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
妙
成
寺
と
「
長
谷
川
派
」

　「能
登
の
美
術
」
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
が

長
谷
川
等
伯
と
そ
の
一
門
「
長
谷
川
派
」
で
し
ょ
う
。
実

は
彼
ら
、
妙
成
寺
と
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　同
寺
に
は
現
在
、
等
伯
や
「
長
谷
川
派
」
絵
師
に
よ
る

作
品
が
、
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
含
め
て
計
５
点
も
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
等
伯
能
登
時
代
の
若
年
期
制
作

に
な
る
仏
画
が
３
点
（「
日
蓮
聖
人
像
」・「
日
乗
上
人
像
」・

「
涅
槃
図
」）、
等
伯
一
門
と
考
え
ら
れ
て
い
る
絵
師
・
長

谷
川
等
誉
筆
の
金
碧
画
「
松
・
杉
・
槙
図
屏
風
」、
無
落

款
な
が
ら
画
風
か
ら
「
長
谷
川
派
」
絵
師
の
制
作
と
思
わ

れ
る
仏
画
「
毘
沙
門
天
像
」
で
す
。

　こ
の
充
実
し
た
内
容
か
ら
想
像
さ
れ
る
の
は
、「
長
谷

川
派
」に
と
っ
て
妙
成
寺
が
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
。

有
力
な
パ
ト
ロ
ン
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

妙
成
寺
第
15
世
の
日
條
上
人
が
描
い
た
仏
画
が
「
長
谷
川

派
」
の
画
風
と
そ
っ
く
り
な
の
も
注
目
点
で
、
も
し
か
す

る
と
「
長
谷
川
派
」
絵
師
の
誰
か
に
絵
を
学
ん
だ
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
両
者
の
間
に
は
、
よ
り
幅
広
い
交

流
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　以
上
の
こ
と
な
ど
か
ら
、
妙
成
寺
に
は
「
長
谷
川
派
」

の
工
房
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
辺
り
は
史
料
が
な
く
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
「
長
谷
川
派
」
に
と
っ
て
妙
成
寺
は
必
要
不

可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　展
覧
会
で
は
前
記
の
「
長
谷
川
派
」
関
連
作
品
５
点
と
、

日
條
上
人
筆
の
絵
画
１
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

「
能
登
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
文
化
財

　
　
　
　
　
〜
妙
成
寺
の
名
宝
を
中
心
に
〜
」

９
月
22
日（
土
）〔
開
催
中
〕〜
10
月
21
日（
日
）

能
登
立
国
千
三
百
年
・
妙
成
寺
五
重
塔
建
立
四
百
年

会
員
20
名
が
近
作
約
80
点
を
展
示
発
表
し
ま
す
。
芸
術
の

秋
。
ぜ
ひ
ご
来
場
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

主
　
催

　七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先

　彩
の
会

　加
地

　求

　
　
　
　☎
０
９
０
（
８
７
０
３
）
１
３
２
６

　
　
　
　
　
10
月
18
日
（
木
）
〜
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
日
は
午
後
１
時
か
ら

　生
命
を
尊
ぶ
心
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
形
成
を
願
い
に
、

未
来
に
は
ば
た
く
子
供
た
ち
に
、
夢
と
希
望
を
与
え
る
入

賞
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。
10
月
21
日
10
時
よ
り
美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー

ル
に
て
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

主
　
催

　（
公
財
）
岡
田
茂
吉
美
術
文
化
財
団
（
Ｍ
Ｏ
Ａ

　
　
　
　美
術
館
）
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児

　
　
　
　童
作
品
展
実
行
委
員
会

連
絡
先

　同
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　☎
０
７
６
７
（
53
）
３
９
１
４

　
　
　
　
　
10
月
26
日
（
金
）
〜
29
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

　能
登
最
大
規
模
の
美
術
の
公
募
展
で
す
。
青
少
年
の
美

術
育
成
と
向
上
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
10
月
28
日
（
日
）

午
後
１
時
よ
り
、
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
入
賞
者
の
表
彰
式

を
行
い
ま
す
。
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。
是
非
、
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

主
　
催

　七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先

　同
協
会

　副
会
長

　橋
本
義
則

　
　
　
　☎
０
７
６
７
（
53
）
３
０
１
３

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展

　
　
　
　
　
10
月
12
日
（
金
）
〜
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ「
彩
の
会
」

と
写
真
グ
ル
ー
プ
「
写
団
の
と
」
の
合
同
作
品
展
で
す
。

第
13
回
彩
の
会
・
写
団
の
と
展

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
64
回
七
尾
市
美
術
展

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で

ゆ
っ
く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
限
定
メ
ニ
ュ
ー

【
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
】
ド
リ
ン
ク
付
き
（
７
５
０
円
）

口
溶
け
の
良
い
チ
ョ
コ
ス
フ
レ
生
地
と
、
濃
厚
な
チ
ョ
コ
ク

リ
ー
ム
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
で
す
。

【
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
パ
ス
タ
セ
ッ
ト
】ミ
ニ
サ
ラ
ダ
付
き（
８
５
０
円
）

《 

ボ
ン
ゴ
レ 

ロ
ッ
ソ 

》

大
粒
の
あ
さ
り
を
使
用
し
、
コ
ク
の
あ
る
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
に

ガ
ー
リ
ッ
ク
、
ア
ン
チ
ョ
ビ
を
効
か
せ
た
パ
ス
タ
で
す
。

☆
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
な
ど
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
限

　
定
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
注
文
の
お
客
様
に
は
、
本
展
出
品
作
品
を

　
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ペ
ー
パ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
が
付
い
て
き
ま
す
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　《
期
間
11
／
２
〜
12
／
９
》

●
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
の
提
示
で
10
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

石川県指定文化財
「日乗上人像」
長谷川信春（等伯）
羽咋市・妙成寺蔵

◆
第
１
展
示
室
　

◇
共
通
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
５
０
０
円 

　
４
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「雪景山水図屏風」（右隻） 佐々木泉景　個人蔵

◆
第
２
展
示
室
　

重要文化財「山水蒔絵料紙筥」
羽咋市・妙成寺蔵

重要文化財「山水蒔絵机」
羽咋市・妙成寺蔵

石川県指定文化財
「涅槃図」

長谷川信春（等伯）
羽咋市・妙成寺蔵

「色絵山水図四方形小皿　古九谷」
（池田コレクション）

「山水人物図」長谷川等叔
個人蔵

貸
館
催
し
物
案
内

ボローニャ
ケーキセット

ボローニャ
パスタセット
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　「
山
紫
水
明
」
と
は
〝
日
の
光
が
あ
た
っ
た
山
々
は
紫

に
か
す
み
、
川
を
流
れ
る
水
は
澄
み
き
っ
て
と
て
も
美
し

い
〞
と
い
う
意
味
で
、
つ
ま
り
「
自
然
の
風
景
が
清
ら
か

で
美
し
い
」
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
を
詠
わ
れ
る
地
は

い
ず
れ
も
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
・
魅
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

多
く
の
人
び
と
を
惹
き
つ
け
て
や
み
ま
せ
ん
。

　そ
れ
は
美
術
工
芸
を
つ
か
さ
ど
る
作
家
た
ち
に
と
っ
て

も
同
じ
。
時
代
や
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
数
多
く
の
作
家

た
ち
が
自
然
の
お
り
な
す
絶
景
に
感
銘
を
受
け
、
そ
れ
を

自
ら
の
表
現
を
駆
使
し
つ
つ
表
現
し
て
き
ま
し
た
。

　そ
こ
で
本
展
で
は
、
美
し
い
自
然
風
景
や
理
想
郷
な
ど

を
表
現
し
た
絵
画
や
工
芸
を
、
当
館
所
蔵
品
や
寄
託
品
よ

り
展
示
。
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏
蒐
集
の

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
や
、
長
谷
川
等
伯
を
は
じ
め
と

す
る
「
能
登
ゆ
か
り
の
作
家
作
品
」
な
ど
よ
り
、
計
21
点

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
山
紫
水
明
」

同
時
開
催

　「
能
登
立
国
千
三
百
年
」と「
妙
成
寺
五
重
塔
建
立
四
百
年
」

　本
年
は
「
能
登
立
国
千
三
百
年
」
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
。
奈
良
時
代
の
養
老
２
年
（
７
１
８
）、
律
令
国
家
成

立
に
伴
い
越
前
国
（
福
井
県
）
よ
り
羽
咋
・
能
登
・
鳳
至
・

珠
洲
４
郡
を
分
割
、
国
と
し
て
独
立
さ
せ
た
こ
と
が
「
能

登
国
」
の
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
ま
す
。

　そ
し
て
も
う
１
件
、
本
年
が
大
き
な
節
目
と
な
る
「
能

登
ゆ
か
り
」
の
重
要
な
で
き
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

能
登
を
代
表
す
る
日
蓮
宗
の
古
刹
・
妙
成
寺
（
羽
咋
市
）

の
シ
ン
ボ
ル
「
五
重
塔
」
が
、
本
年
で
創
建
後
４
０
０
年

目
を
迎
え
た
こ
と
で
す
。

　妙
成
寺
五
重
塔
は
江
戸
時
代
初
期
の
元
和
４
年
（
１
６

１
８
）、
加
賀
藩
第
３
代
藩
主
・
前
田
利
常
の
生
母
寿
福

院
の
発
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
豪
壮
か
つ

優
美
な
姿
は
、
寿
福
院
の
信
仰
心
や
前
田
家
の
財
力
を
現

在
に
伝
え
る
と
と
も
に
、「
能
登
の
文
化
」
を
象
徴
す
る

存
在
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　そ
こ
で
本
展
で
は
「
五
重
塔
建
立
四
百
年
」
記
念
と
し

て
、
妙
成
寺
所
蔵
の
美
術
工
芸
品
や
歴
史
史
料
な
ど
名
品

の
数
々
を
展
示
。
さ
ら
に
「
能
登
立
国
千
三
百
年
」
に
ち

な
ん
で
、
他
の
能
登
地
方
ゆ
か
り
の
文
化
財
な
ど
を
加
え

て
計
22
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
能
登
の
名
刹
・
妙
成
寺

　妙
成
寺
は
羽
咋
市
滝
谷
町
に
所
在
す
る
日
蓮
宗
本
山

で
、
山
号
は
「
金
栄
山
」。
鎌
倉
時
代
の
永
仁
２
年
（
１

２
９
４
）に
、日
像
上
人
を
開
山
と
し
て
日
乗
上
人
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　江
戸
時
代
に
は
「
加
賀
百
万
石
」
前
田
家
の
庇
護
の
も

と
で
伽
藍
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
大
い
に
繁
栄
。
北
陸
に
お

け
る
法
華
信
仰
の
拠
点
と
し
て
、
常
に
重
要
な
地
位
を
占

め
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
人
び
と
の
信
仰
を
集
め
る
と
と

も
に
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　五
重
塔
を
は
じ
め
と
し
た
建
物
群
は
、
そ
の
多
く
が
前

田
家
に
よ
っ
て
普
請
さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
や
祖
師
堂
な
ど

ほ
と
ん
ど
が
創
建
当
時
の
姿
を
現
在
に
留
め
て
お
り
、
こ

れ
だ
け
の
規
模
の
寺
院
と
し
て
は
全
国
的
に
も
希
少
で

す
。
そ
の
た
め
建
造
物
の
う
ち
10
棟
が
重
要
文
化
財
、
２

棟
が
県
指
定
文
化
財
と
い
う
充
実
ぶ
り
。
妙
成
寺
は
存
在

そ
の
も
の
が
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　ま
た
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
同
寺
に
は
、
数
多
の
優
れ
た

什
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
能
登
で
の
法
華
信
仰
を
物

語
る
経
典
類
や
、
庇
護
者
で
あ
っ
た
前
田
家
ゆ
か
り
の

品
々
。
そ
し
て
能
登
七
尾
出
身
で
桃
山
時
代
に
大
活
躍
し

た
絵
師
・
長
谷
川
等
伯
や
「
長
谷
川
派
」
絵
師
に
よ
る
仏

画
な
ど
、
実
に
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
集
い
ま
す
。

　今
回
は
そ
れ
ら
貴
重
な
宝
物
よ
り
特
に
絵
画
と
漆
工
・

典
籍
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
重
要
文
化
財
「
山
水
蒔
絵
料
紙

筥
」
や
「
山
水
蒔
絵
机
」
を
は
じ
め
、
文
化
財
指
定
作
品

を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
妙
成
寺
と
「
長
谷
川
派
」

　「能
登
の
美
術
」
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
が

長
谷
川
等
伯
と
そ
の
一
門
「
長
谷
川
派
」
で
し
ょ
う
。
実

は
彼
ら
、
妙
成
寺
と
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　同
寺
に
は
現
在
、
等
伯
や
「
長
谷
川
派
」
絵
師
に
よ
る

作
品
が
、
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
含
め
て
計
５
点
も
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
等
伯
能
登
時
代
の
若
年
期
制
作

に
な
る
仏
画
が
３
点
（「
日
蓮
聖
人
像
」・「
日
乗
上
人
像
」・

「
涅
槃
図
」）、
等
伯
一
門
と
考
え
ら
れ
て
い
る
絵
師
・
長

谷
川
等
誉
筆
の
金
碧
画
「
松
・
杉
・
槙
図
屏
風
」、
無
落

款
な
が
ら
画
風
か
ら
「
長
谷
川
派
」
絵
師
の
制
作
と
思
わ

れ
る
仏
画
「
毘
沙
門
天
像
」
で
す
。

　こ
の
充
実
し
た
内
容
か
ら
想
像
さ
れ
る
の
は
、「
長
谷

川
派
」に
と
っ
て
妙
成
寺
が
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
。

有
力
な
パ
ト
ロ
ン
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

妙
成
寺
第
15
世
の
日
條
上
人
が
描
い
た
仏
画
が
「
長
谷
川

派
」
の
画
風
と
そ
っ
く
り
な
の
も
注
目
点
で
、
も
し
か
す

る
と
「
長
谷
川
派
」
絵
師
の
誰
か
に
絵
を
学
ん
だ
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
両
者
の
間
に
は
、
よ
り
幅
広
い
交

流
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　以
上
の
こ
と
な
ど
か
ら
、
妙
成
寺
に
は
「
長
谷
川
派
」

の
工
房
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
辺
り
は
史
料
が
な
く
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
「
長
谷
川
派
」
に
と
っ
て
妙
成
寺
は
必
要
不

可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　展
覧
会
で
は
前
記
の
「
長
谷
川
派
」
関
連
作
品
５
点
と
、

日
條
上
人
筆
の
絵
画
１
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

「
能
登
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
文
化
財

　
　
　
　
　
〜
妙
成
寺
の
名
宝
を
中
心
に
〜
」

９
月
22
日（
土
）〔
開
催
中
〕〜
10
月
21
日（
日
）

能
登
立
国
千
三
百
年
・
妙
成
寺
五
重
塔
建
立
四
百
年

会
員
20
名
が
近
作
約
80
点
を
展
示
発
表
し
ま
す
。
芸
術
の

秋
。
ぜ
ひ
ご
来
場
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

主
　
催

　七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先

　彩
の
会

　加
地

　求

　
　
　
　☎
０
９
０
（
８
７
０
３
）
１
３
２
６

　
　
　
　
　
10
月
18
日
（
木
）
〜
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
日
は
午
後
１
時
か
ら

　生
命
を
尊
ぶ
心
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
形
成
を
願
い
に
、

未
来
に
は
ば
た
く
子
供
た
ち
に
、
夢
と
希
望
を
与
え
る
入

賞
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。
10
月
21
日
10
時
よ
り
美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー

ル
に
て
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

主
　
催

　（
公
財
）
岡
田
茂
吉
美
術
文
化
財
団
（
Ｍ
Ｏ
Ａ

　
　
　
　美
術
館
）
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児

　
　
　
　童
作
品
展
実
行
委
員
会

連
絡
先

　同
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　☎
０
７
６
７
（
53
）
３
９
１
４

　
　
　
　
　
10
月
26
日
（
金
）
〜
29
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

　能
登
最
大
規
模
の
美
術
の
公
募
展
で
す
。
青
少
年
の
美

術
育
成
と
向
上
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
10
月
28
日
（
日
）

午
後
１
時
よ
り
、
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
入
賞
者
の
表
彰
式

を
行
い
ま
す
。
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。
是
非
、
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

主
　
催

　七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先

　同
協
会

　副
会
長

　橋
本
義
則

　
　
　
　☎
０
７
６
７
（
53
）
３
０
１
３

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展

　
　
　
　
　
10
月
12
日
（
金
）
〜
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ「
彩
の
会
」

と
写
真
グ
ル
ー
プ
「
写
団
の
と
」
の
合
同
作
品
展
で
す
。

第
13
回
彩
の
会
・
写
団
の
と
展

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
64
回
七
尾
市
美
術
展

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で

ゆ
っ
く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
限
定
メ
ニ
ュ
ー

【
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
】
ド
リ
ン
ク
付
き
（
７
５
０
円
）

口
溶
け
の
良
い
チ
ョ
コ
ス
フ
レ
生
地
と
、
濃
厚
な
チ
ョ
コ
ク

リ
ー
ム
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
で
す
。

【
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
パ
ス
タ
セ
ッ
ト
】ミ
ニ
サ
ラ
ダ
付
き（
８
５
０
円
）

《 

ボ
ン
ゴ
レ 

ロ
ッ
ソ 

》

大
粒
の
あ
さ
り
を
使
用
し
、
コ
ク
の
あ
る
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
に

ガ
ー
リ
ッ
ク
、
ア
ン
チ
ョ
ビ
を
効
か
せ
た
パ
ス
タ
で
す
。

☆
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
な
ど
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
限

　
定
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
注
文
の
お
客
様
に
は
、
本
展
出
品
作
品
を

　
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ペ
ー
パ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
が
付
い
て
き
ま
す
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　《
期
間
11
／
２
〜
12
／
９
》

●
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
の
提
示
で
10
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

石川県指定文化財
「日乗上人像」
長谷川信春（等伯）
羽咋市・妙成寺蔵

◆
第
１
展
示
室
　

◇
共
通
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
５
０
０
円 

　
４
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「雪景山水図屏風」（右隻） 佐々木泉景　個人蔵

◆
第
２
展
示
室
　

重要文化財「山水蒔絵料紙筥」
羽咋市・妙成寺蔵

重要文化財「山水蒔絵机」
羽咋市・妙成寺蔵

石川県指定文化財
「涅槃図」

長谷川信春（等伯）
羽咋市・妙成寺蔵

「色絵山水図四方形小皿　古九谷」
（池田コレクション）

「山水人物図」長谷川等叔
個人蔵

貸
館
催
し
物
案
内

ボローニャ
ケーキセット

ボローニャ
パスタセット
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12
月
20
日
（
木
）
〜
23
日
（
日
・
祝
）

　ア
ッ
、
ハ
ッ
、
と
息
を
呑
む
、
穏
や
か
な
気
持
ち
に
浸
れ

る
よ
う
な
、
も
う
一
度
見
た
い
と
思
わ
せ
る
、
そ
ん
な
作
品

が
並
ぶ
と
思
う
。
そ
の
作
品
の
裏
に
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
秘
ん

で
い
る
の
か
、
そ
こ
が
知
り
た
く
な
る
。
待
ち
ま
し
ょ
う
。

主
　
催

　北
國
写
真
連
盟
、北
國
新
聞
社
、富
山
新
聞
社
、

　
　
　
　福
井
新
聞
社

連
絡
先

　宮
﨑

　功

　☎
０
９
０（
４
３
２
０
）２
１
７
８

　
　
　
　
　
11
月
４
日
（
日
）
開
演
　
午
後
１
時
30
分

　小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
出
演
す
る
、
年
に
一
度
の
ピ

ア
ノ
発
表
会
で
す
。
今
年
は
第
20
回
記
念
で
原
田
実
さ
ん

の
三
味
線
の
演
奏
や
講
師
に
よ
る
６
手
連
弾
も
あ
り
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
　
催

　ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プdolce

連
絡
先

　井
藤
真
理

　☎
０
７
６
７
（
58
）
１
２
５
３

　
　
　
　
　
12
月
16
日
（
日
）
開
演
　
午
後
１
時
30
分

　城
郭
考
古
学
者
、奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
教
授
、

千
田
嘉
博
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
入
場
整
理
券
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

主
　
催

　七
尾
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

連
絡
先

　☎
０
７
６
７
（
53
）
５
５
９
０

 

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

d
o
lce

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

「
能
登
立
国
１
３
０
０
年
」
記
念
講
演

10月21日（日）、「山の寺の日」再来。
　宗派が異なる16の寺院がタッグを組んで盛大に開催される祭典「山の寺の日」。平成26年以来、毎年秋に
開かれてきた年に１度のビックイベントが、いよいよ今年もやってきます。
　「山の寺寺院群」は今から約400年前の安土桃山時代、当時の能登国主であった前田利家が新しく七尾の
城下町を整備する際に、周辺に点在していた寺院を１箇所に集結させたのがはじまりといわれます。
　各寺院はそれぞれに長い歴史を持ち、貴重な歴史史料や美術工芸品などを所蔵しています。その内容とい
えば宗教にちなむ書跡・典籍・美術品は無論のこと、かつて能登国を統治した能登畠山氏・加賀藩前田氏関
連の史料、そして長谷川等伯とその一門「長谷川派」ゆかりの絵画など、いずれも名だたる文化財ばかり。
　普段は大切に保管され滅多に観ることのできないそれら珠玉の寺宝
類が、何と「山の寺の日」には一斉に特別公開されます。さらに「秋
の三めぐり　仏像（宝物）・御朱印・寺学」をテーマに、各寺院では
「当日限定」のイベントも華やかに繰り広げられるという大サービス
ぶり。恒例の「特別講演」では、当館学芸員が長谷川等伯について
熱く語ります（午後１時より妙観院にて）。
　今回も必ずや皆さまの知的探究心を満足させてくれること疑いなし。
秋の１日、七尾が誇る歴史スポット「山の寺寺院群」で、郷土のすば
らしい歴史と文化を心ゆくまで体感すべし！

 　開催日時：10月21日（日）9:00～16:00

　　※当日は当館と寺院群を巡る、便利な無料シャトルバスも運行されます。
　　※詳細は「山の寺の日」実行委員会事務局（長壽寺内☎0767-52-1247）までお問い合わせください。

第
75
回
北
國
写
真
展
　
七
尾
展

今年でついに
第５回！

やま  ん  てら

友の会美術講座「日本画体験～干支を描く」 描くのが苦手でも大丈夫 !!

　古くから日本に伝わる伝統的な日本画は、鉱物を砕いた岩絵具
を、動物のゼラチン質から成る膠で溶いて描きます。普段、鑑賞す
る機会はあっても、画材や技法について詳しく知る機会は意外と少
ないものです。
　今回は、金沢市在住の日本画家・士農 力（旧雅号・中町 力）氏
を講師にお迎えし、岩絵具や墨、長谷川等伯も用いた胡粉という貝
殻から作った白色や、金箔から作った金泥も使用し、色紙に来年の
干支・亥の玩具を描きます。オリジナル色紙で、新年を飾りません
か♪なお、昼食後には、開催中の「様々な風景を楽しむ」に展示中
の、士農氏新寄附作品などを解説付きで鑑賞します。

日　時…12月16日（日）　10：00～16：00
　　　　※昼休憩は１時間の予定。
場　所…石川県七尾美術館　会議室
講　師…士農 力 氏（日本画家、日展会員、金沢学院大学教授）
定　員…15名（定員に達し次第締め切り）
対　象…友の会会員とその家族（小学生以上に限る）
　　　　※同伴者は１名まで。

参加費…1,500円（材料費含む）
　　　　※高校生以上の方は、別途展覧会観覧券が必要。
持ち物…参加費、ＨＢの鉛筆、消しゴム、昼食、
　　　　飲み物、汚れてもよいタオル２枚。
募　集…10月６日（土）9：00より電話にて受付。
　　　　石川県七尾美術館　☎0767-53-1500

参加者大募集

「
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

平
成
30
年
10
月
28
日
オ
ー
プ
ン
!!

の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

石
川
県
七
尾
市
国
分
町
イ
部
１
番
地

☎
０
７
６
７‐

57‐

５
１
０
０

h
ttp
s://n

o
to
-m
u
seu
m
.jp
/

　古
代
か
ら
能
登
の
政
治
や
経
済
、
文
化
の
中
心

と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
七
尾
の
地
に
、
待
望
の

「
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
い
よ
い
よ

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　「
能
登
立
国
１
３
０
０
年
の
暮
ら
し
（
自
然
、

歴
史
・
文
化
）
の
価
値
を
ふ
ま
え
、
未
来
を
創
造

す
る
博
物
館
」
と
い
う
基
本
理
念
を
掲
げ
た
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
は
、
能
越
自
動
車
道
七
尾
Ｉ
Ｃ
の
ほ
ど

近
く
県
営
能
登
歴
史
公
園
（
国
分
寺
地
区
）
内
に

位
置
し
ま
す
。
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
能
登

の
自
然
や
文
化
、
暮
ら
し
な
ど
を
紹
介
す
る
施
設

で
す
。
見
て
、
ふ
れ
て
、
楽
し
く
学
ぶ
「
体
感
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
世
代
間
を
超
え
て
交
流
で

き
る
施
設
を
目
指
し
、
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
予
定
で
す
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
や
休
憩
室
・
学
習

室
も
併
設
し
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て
も
活
用

さ
れ
ま
す
。

　皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

休
館
日

　火
曜
日
、年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

開
館
時
間

　９
：
00
〜
17
：
00

入
館
料

　無
料

里海コーナー
伝統的な伝馬船と漁具を展
示し、能登のブリ漁や貝の
養殖などを紹介。

里山コーナー
里山に生息する多種多様な
植物・昆虫などの標本と、
自然と歴史的環境を紹介。

七尾の大地コーナー
七尾の名がつく貝類やデス
モスチルス、巨大サメなど
の化石を展示。

歴史コーナー
海運交易で見る七尾の歴史
の紹介や、七尾城の歴史を
AR※で体感できます。

里山里海に暮らす
里山里海での社会生活にお
ける、自然との共生につい
ての課題を提起します。

里山里海シアター
映像で七尾の祭や里山里海
の魅力を体験できます。

七尾の祭コーナー
青柏祭や奉燈祭、お熊甲祭な
ど特色ある七尾の祭を紹介。

※AR…オーグメンテッド・リアリティ。拡張
現実。コンピュータを使い現実世界をより拡張
する技術。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
外
観

「山の寺遊歩道」

「干支色紙」士農 力 氏作

にかわ

し のう　りき

きんでい

ご ふん

え　  と

いのしし
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12
月
20
日
（
木
）
〜
23
日
（
日
・
祝
）

　ア
ッ
、
ハ
ッ
、
と
息
を
呑
む
、
穏
や
か
な
気
持
ち
に
浸
れ

る
よ
う
な
、
も
う
一
度
見
た
い
と
思
わ
せ
る
、
そ
ん
な
作
品

が
並
ぶ
と
思
う
。
そ
の
作
品
の
裏
に
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
秘
ん

で
い
る
の
か
、
そ
こ
が
知
り
た
く
な
る
。
待
ち
ま
し
ょ
う
。

主
　
催

　北
國
写
真
連
盟
、北
國
新
聞
社
、富
山
新
聞
社
、

　
　
　
　福
井
新
聞
社

連
絡
先

　宮
﨑

　功

　☎
０
９
０（
４
３
２
０
）２
１
７
８

　
　
　
　
　
11
月
４
日
（
日
）
開
演
　
午
後
１
時
30
分

　小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
出
演
す
る
、
年
に
一
度
の
ピ

ア
ノ
発
表
会
で
す
。
今
年
は
第
20
回
記
念
で
原
田
実
さ
ん

の
三
味
線
の
演
奏
や
講
師
に
よ
る
６
手
連
弾
も
あ
り
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
　
催

　ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プdolce

連
絡
先

　井
藤
真
理

　☎
０
７
６
７
（
58
）
１
２
５
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12
月
16
日
（
日
）
開
演
　
午
後
１
時
30
分

　城
郭
考
古
学
者
、奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
教
授
、

千
田
嘉
博
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
入
場
整
理
券
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

主
　
催

　七
尾
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

連
絡
先

　☎
０
７
６
７
（
53
）
５
５
９
０

 

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

d
o
lce

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

「
能
登
立
国
１
３
０
０
年
」
記
念
講
演

10月21日（日）、「山の寺の日」再来。
　宗派が異なる16の寺院がタッグを組んで盛大に開催される祭典「山の寺の日」。平成26年以来、毎年秋に
開かれてきた年に１度のビックイベントが、いよいよ今年もやってきます。
　「山の寺寺院群」は今から約400年前の安土桃山時代、当時の能登国主であった前田利家が新しく七尾の
城下町を整備する際に、周辺に点在していた寺院を１箇所に集結させたのがはじまりといわれます。
　各寺院はそれぞれに長い歴史を持ち、貴重な歴史史料や美術工芸品などを所蔵しています。その内容とい
えば宗教にちなむ書跡・典籍・美術品は無論のこと、かつて能登国を統治した能登畠山氏・加賀藩前田氏関
連の史料、そして長谷川等伯とその一門「長谷川派」ゆかりの絵画など、いずれも名だたる文化財ばかり。
　普段は大切に保管され滅多に観ることのできないそれら珠玉の寺宝
類が、何と「山の寺の日」には一斉に特別公開されます。さらに「秋
の三めぐり　仏像（宝物）・御朱印・寺学」をテーマに、各寺院では
「当日限定」のイベントも華やかに繰り広げられるという大サービス
ぶり。恒例の「特別講演」では、当館学芸員が長谷川等伯について
熱く語ります（午後１時より妙観院にて）。
　今回も必ずや皆さまの知的探究心を満足させてくれること疑いなし。
秋の１日、七尾が誇る歴史スポット「山の寺寺院群」で、郷土のすば
らしい歴史と文化を心ゆくまで体感すべし！

 　開催日時：10月21日（日）9:00～16:00

　　※当日は当館と寺院群を巡る、便利な無料シャトルバスも運行されます。
　　※詳細は「山の寺の日」実行委員会事務局（長壽寺内☎0767-52-1247）までお問い合わせください。

第
75
回
北
國
写
真
展
　
七
尾
展

今年でついに
第５回！

やま  ん  てら

友の会美術講座「日本画体験～干支を描く」 描くのが苦手でも大丈夫 !!

　古くから日本に伝わる伝統的な日本画は、鉱物を砕いた岩絵具
を、動物のゼラチン質から成る膠で溶いて描きます。普段、鑑賞す
る機会はあっても、画材や技法について詳しく知る機会は意外と少
ないものです。
　今回は、金沢市在住の日本画家・士農 力（旧雅号・中町 力）氏
を講師にお迎えし、岩絵具や墨、長谷川等伯も用いた胡粉という貝
殻から作った白色や、金箔から作った金泥も使用し、色紙に来年の
干支・亥の玩具を描きます。オリジナル色紙で、新年を飾りません
か♪なお、昼食後には、開催中の「様々な風景を楽しむ」に展示中
の、士農氏新寄附作品などを解説付きで鑑賞します。

日　時…12月16日（日）　10：00～16：00
　　　　※昼休憩は１時間の予定。
場　所…石川県七尾美術館　会議室
講　師…士農 力 氏（日本画家、日展会員、金沢学院大学教授）
定　員…15名（定員に達し次第締め切り）
対　象…友の会会員とその家族（小学生以上に限る）
　　　　※同伴者は１名まで。

参加費…1,500円（材料費含む）
　　　　※高校生以上の方は、別途展覧会観覧券が必要。
持ち物…参加費、ＨＢの鉛筆、消しゴム、昼食、
　　　　飲み物、汚れてもよいタオル２枚。
募　集…10月６日（土）9：00より電話にて受付。
　　　　石川県七尾美術館　☎0767-53-1500

参加者大募集

「
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

平
成
30
年
10
月
28
日
オ
ー
プ
ン
!!

の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

石
川
県
七
尾
市
国
分
町
イ
部
１
番
地

☎
０
７
６
７‐

57‐

５
１
０
０

h
ttp
s://n

o
to
-m
u
seu
m
.jp
/

　古
代
か
ら
能
登
の
政
治
や
経
済
、
文
化
の
中
心

と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
七
尾
の
地
に
、
待
望
の

「
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
い
よ
い
よ

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　「
能
登
立
国
１
３
０
０
年
の
暮
ら
し
（
自
然
、

歴
史
・
文
化
）
の
価
値
を
ふ
ま
え
、
未
来
を
創
造

す
る
博
物
館
」
と
い
う
基
本
理
念
を
掲
げ
た
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
は
、
能
越
自
動
車
道
七
尾
Ｉ
Ｃ
の
ほ
ど

近
く
県
営
能
登
歴
史
公
園
（
国
分
寺
地
区
）
内
に

位
置
し
ま
す
。
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
能
登

の
自
然
や
文
化
、
暮
ら
し
な
ど
を
紹
介
す
る
施
設

で
す
。
見
て
、
ふ
れ
て
、
楽
し
く
学
ぶ
「
体
感
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
世
代
間
を
超
え
て
交
流
で

き
る
施
設
を
目
指
し
、
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
予
定
で
す
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
や
休
憩
室
・
学
習

室
も
併
設
し
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て
も
活
用

さ
れ
ま
す
。

　皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

休
館
日

　火
曜
日
、年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

開
館
時
間

　９
：
00
〜
17
：
00

入
館
料

　無
料

里海コーナー
伝統的な伝馬船と漁具を展
示し、能登のブリ漁や貝の
養殖などを紹介。

里山コーナー
里山に生息する多種多様な
植物・昆虫などの標本と、
自然と歴史的環境を紹介。

七尾の大地コーナー
七尾の名がつく貝類やデス
モスチルス、巨大サメなど
の化石を展示。

歴史コーナー
海運交易で見る七尾の歴史
の紹介や、七尾城の歴史を
AR※で体感できます。

里山里海に暮らす
里山里海での社会生活にお
ける、自然との共生につい
ての課題を提起します。

里山里海シアター
映像で七尾の祭や里山里海
の魅力を体験できます。

七尾の祭コーナー
青柏祭や奉燈祭、お熊甲祭な
ど特色ある七尾の祭を紹介。

※AR…オーグメンテッド・リアリティ。拡張
現実。コンピュータを使い現実世界をより拡張
する技術。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
外
観

「山の寺遊歩道」

「干支色紙」士農 力 氏作

にかわ

し のう　りき

きんでい

ご ふん

え　  と

いのしし



割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fiスポットサービスの
「FREESPOT」をご利用頂けます。

城山

飛行機……のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分
車…………「のと里山海道」徳田大津J.C.Tから約15分又は「能越自動車道」七尾城山I.C又は七尾I.Cから約10分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バス「まりん号」
　　　……JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）
ななおコミュニティバス「ぐるっと７」
　　　……JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）

◎次号・第96号（冬号）は１月１日発行予定です。

◆
10
月
〜
12
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆
　※

■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

2018

10
October

 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 31

 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 29
 30 31

11
November

12
December

 日 月 火 水 木 金 土
      1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30

〒926-0855  石川県七尾市小丸山台一丁目1番地
TEL（0767）53-1500／FAX（0767）53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第95号（秋号）

平成30年12月15日（土）～平成31年２月11日（月・祝）

　日本の「やきもの」を語る上で、欠かすことができない「桃山時代」。茶の湯の
繁栄も伴い、様々なやきものが生み出されました。現在、数々の名品が伝わること
からも、人々に愛され続けてきたことが分かります。本テーマでは、池田コレク
ションより味わい深い桃山時代の志野焼、織部焼、唐津焼など、約40点を展覧しま
す。

◆第１展示室　「桃山のやきものを愛でる」

　この地球上には、世界的に知られた名所から、とある小さな町や村の名もない路
地まで、数えきれない多くの風景があります。それらの風景は、それぞれ異なる魅
力があり、そこに暮らす人々や旅人を惹きつけ、時には厳しくも、感動や癒しを与
えてくれます。本テーマでは、作家たちが心惹かれた国内外の様々な風景を、絵画
23点で紹介します。

◆第２展示室　「様々な風景を旅する」

平成31年２月23日（土）～４月21日（日）　

　神像や仏像にはそれぞれのご利益など、作られた理由があります。人物像にも作者がそ
のモデルを通して表現したい何かがあります。モチーフが何であるか知ることで、少しだ
け作品の見方が変わるかもしれません。絵画と彫刻を中心に約20点を紹介します。

◆第１展示室　「モチーフを知る～仏画から肖像まで～」

　鳥たちがその翼で空を飛ぶ姿は人類の憧れの対象であり、古くから美術工芸
品のモチーフとして私たちの身の回りを彩ってきました。日本の豊かな自然の
なかで餌をついばむ姿や美しいさえずりは、いつも私たちを癒してくれます。
　当館所蔵品より、日本の風土を色濃く反映した鳥の姿をモチーフとする、絵
画・工芸・彫刻作品約30点を展示します。
　桃山から現代までの鳥たちが集う楽園をご覧ください。

◆第２展示室　「バードパラダイス!!」

「織部沓形茶碗」
（池田コレクション）

「懸」曲子光男

「横山大観像」田中太郎

「双鶴図」前田青邨
（池田コレクション）




